






川崎病(MCLS)の心臓障害として従来より冠動脈瘤および狭窄・閉塞が注目されてきた。こ

れに伴い冠動脈病変に対する管理・治療方針に関して次第に明確にされつつある。一方、

MCLS 後遺症として僧帽弁閉鎖不全や大動脈弁閉鎖不全もまれではあるが報告されている。

今回著者らは極めてまれな僧帽弁逆流と大動脈弁の変形を合併した症例を経験したので報

告した。 


